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一定要件に該当すれば確定申告不要

No.1512No.1512



2015

ふるさと納税は、自分の生まれた故郷だけ

でなく応援したい自治体など、どの都道府

県・市区町村に対する寄附でも対象に、寄附

金のうち2,000円を超える部分について、一

定の上限まで、原則として所得税・個人住民

税から全額が控除される。

この税金の控除を受けるためには、これまで

は確定申告を受ける必要があったが、本年４

月１日から「ふるさと納税ワンストップ特例

制度」が始まり、一定の要件に該当すれば確

定申告が不要となっている。

特例の適用要件は、(1)ふるさと納税先の自治体数が５団体以内であること、(2)ふるさと納税の寄附金控除を受ける目的以外で

確定申告書の提出を要しない者であることの２つで、要件のいずれにも該当する必要がある。これらの要件を満たし、各ふるさ

と納税先の自治体に特例の適用に関する申請書を提出した場合、所得税控除額を含めた額が翌年度分の住民税から控除されるこ

とになる。

ただし、５団体を超える自治体にふるさと納税を行った場合や、医療費控除の適用など、ふるさと納税の有無にかかわらず確定

申告を行う人も、ふるさと納税についての控除を受けるためには、これまで同様に確定申告を行う必要がある。また、特例の適

用申請後に、転居による住所変更等、提出済の申請書の内容に変更があった場合、ふるさと納税を行った翌年の１月10日までに、

ふるさと納税先の自治体へ変更届出書を提出しなければならない。

「ふるさと納税ワンストップ特例」　　　　    
一定要件に該当すれば確定申告不要

税理士の

近年ふるさと納税を行うお客様が多くなってきています。今まではふるさと納税による

所得控除の適用を受けるためには確定申告を行う必要がありましたが、

ワンストップ特例により一定の要件を満たせば確定申告をせずに、所得控除の適用を受

けることができるようになりました。

なお、この所得控除は際限なくできるものではありません。一定の上限等、制度に対し

て不明な点は一度税理士等の専門家にご相談されてみてはいかがでしょうか。
大阪事業部　大谷侑輝



コスト管理で利益を生み出す

「今年は何とか利益が出た」「今年は結果として赤字になった」という言葉をよく耳にしますが、この表現が必ずしも正しいとは

いえません。

なぜなら、利益は結果として「出る」ものではなく、経営者の強い意思で「出すべくして出す」ものだからです。

企業の最終目的は「利益を確保すること」ですので、利益確保を絶対条件とすべきです。

それでは、どうすれば必要とする利益を確保できるのでしょうか。

利益を確保する手段は２つあり、１つは、「売上増加によるもの」、もう１つは「コスト管理によるもの」です。

確保すべき利益額の目安としては、前年増加額、業界平均の経常利益率などがありますが、普遍的なものとしては、「一人あたり

の利益」が挙げられます。

「一人あたりの利益目標」の目安としては、黒字が出ている企業であれば、黒字企業の水準の600～700千円/年を、赤字の企業は、

少なくとも全企業平均の252～300千円/年は、目指したいところです。

コンサルの

コスト管理を効率よく進めていく上で重要なことは、「社員に当事者意識を持たせる」ことです。

自分のお金なら無駄遣いに気を付けるのに、会社のお金なら平気といった当事者意識のなさがコスト管理にお

ける一番の問題です。

コスト管理をしないと会社の経営が維持できないという危機感を持たせることが必要です。

社員に当事者意識を持たせるためには、社長がコスト管理の方針を打ち出すとともに、幹部社員と一丸となっ

てコスト管理を推進し、社員を巻き込んでいかなければなりません。

中小企業診断士

山本淳一

利益は出すべくして出すもの

高収益企業平均

１人当り売上高

１人当り付加価値

１人当り人件費

労働分配率（限界利益率）

１人当り経常利益

22,968千円

10,584千円

5,436千円

51.4％

1,884千円

19,536千円

7,836千円

4,176千円

53.3％

636千円

17,052千円

6,972千円

3,840千円

55.2％

252千円

黒字企業平均 全企業平均

TKC経営指標（BAST）比較表（平成22年度版）
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